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Anglo-American academic Englishの特徴の一つとして、“more tentative and 
cautious in making claims”を挙げている。Carter and McCarthy （2006, 279）は、
学術文書の特徴について、“Academic texts are most frequently characterised by a 
desire to avoid making claims and statements that are too direct and assertive, since 
academic discourse is often about theories, conclusions drawn from evidence, 





とはしないが、例えば、用語としては、“hedges” （Hyland, 2005; Aull, 2015）、“hedge 
words” （Peters, 2004）、“hedging language” （Oxford Learner’s Dictionary of 
Academic English ［OLDAE］）などが見られる。ここでは、Hyland （2005）の“hedges”
とPeters（2004）の“hedge words”の定義とそれらの働きを見てみよう。Hyland 






which indicate the writer’s decision to recognize alternative voices and viewpoints 
and so withhold complete commitment to a proposition.”とある。Peters （2004, 
246）には、“Hedge words curb the assertiveness of a claim, and prevent a style 
from sounding too arrogant. They put limits on statements which could not be 









2.  Biber et al. （1999, 557, 562, 855, 860）は、主張の制限を表す“epistemic stance” 
adverbsの 例 と し て、generally、mainly、typicallyを、“epistemic stance” 
adverbialsの例として、generally、in general、in most cases、in most instances、
largely、mainly、typicallyを掲載している。1 Biber et al. （1999）は、adverbsを
modifiersとadverbialsに分けているが、本稿では、同書のmodifiersとadverbialsの
両方を扱い、副詞（句）と呼ぶことにする（藤本（2017b）参照）。Biber et at. （1999）は、
adverbs/adverbialsに関しては、“hedges”という用語を、like、kind ofのような
“imprecision”を表すものに用いているが、本稿では、第1章で見たHyland （2005）
の“hedges”の定義に従う。調査する副詞（句）は、Biber et al. （1999）が挙げる上記
のgenerally、in general、in most cases、in most instances、largely、mainly、
typicallyの7つに絞り、日本人英語学習者と英語母語話者の使用を比較分析する。
1 Biber et al. （1999, 764）は、epistemic stance adverbialsについて、“Epistemic stance 
adverbials focus on the truth value of the proposition, commenting on factors such as 
certainty, reality, sources, limitations, and precision of the proposition . . .”と述べている。
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これらの7つの副詞（句）はいずれも、Hyland （2005）とAull （2015）のhedgesのリ
ストにも含まれている。さらに、generally、in general、in most casesは、Aull （2015, 
117）の調査において、アメリカ英語母語話者コーパスThe Corpus of Contemporary 
American English（COCA）の学術文書サブコーパス（COCAA）で最も頻度の高い
“single-word/phrasal hedges”の中に見られる。2
Biber et al. （1999, 858）にあるように、本稿で調査する7つの副詞（句）の中には、
“limiting the truth of propositions”を表すものと、“extent”や“time frequency”を
表すものとの区別が不明瞭な場合がある。3 次の1）と2）におけるmainlyとlargelyは、
“limiting the truth of propositions”に加え、“to a great extent”や“usually”の意味
にも解釈されうる。
1） Any reciprocal learning will depend mainly on what Japanese companies choose 
to make available.
2） The great scholars also are largely ignored for their craft skills.
Biber et al. （1999, 858）
Cambridge Advanced Leaner’ s Dictionary （4th ed.） （CALD4）に設けられた




る副詞（句）としては、in general、in most casesなどを挙げている。3）と4）は、そ
の用例である。
2 The Corpus of Contemporary American Englishはモニターコーパスであるため、デー
タは漸次、追加されていく。
3 Biber et al. （1999）は、前者の意味をstance adverbials、後者の2つの意味をもつも
のをcircumstance adverbialsとして、別の意味カテゴリーに分類している。同書に
は、circumstance adverbialsよりもstance adverbialsを用いるほうが、“［T］he author/
speaker’s attitude or comment on the context is much more overt . . . ”（853）とある。
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3） In general, people in group 1 were more successful.
4） In most cases, the patients did not need drugs.
本稿では、上述のBiber et al. （1999）の7つの副詞（句）について、「程度」や「時」
を表す意味をもつ用例も含めたコーパス出現頻度から、日本人英語学習者と英語母
語話者のそれらの使用を分析する。
3.  本稿で使用するコーパスは、学習者コーパスthe Longman Learners’ Corpus 
（LLC）と母語話者コーパスAmerican English 2006 （AmE06）、British English 
2006 （BE06）である。4 LLCは、世界中から集められた英語学習者のエッセーや試
験答案の英語8,974,424語からなる書き言葉コーパスである。4.1では、LLCの検索
設定により、Country of data collectionとNative language categoryを、それぞれ、
日本と日本語とし、Task typeをset/free/project essaysとして、930,973語のサブコ
ーパス（LLC_JE）を用いる。このサブコーパスには、American English （AmE）と












4 CQPweb at Lancaster. Available at https://cqpweb.lancs.ac.uk/.
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generally 39 （0.53） 27 （1.46） -14.99 < 0.001
in general 22 （0.30） 18 （0.97） -12.69 < 0.001
in most cases   4 （0.05）   2 （0.11） -0.58
in most instances   0 （0.00）   1 （0.05） -3.22
largely   5 （0.07） 25 （1.35） -55.63 < 0.0001
mainly 28 （0.38）   2 （0.11） 4.25 < 0.05












（p<0.001）。In most casesとin most instancesは、2つのサブコーパス間に有意差は
ないものの、LLC_JE_AmEのほうが使用頻度が低い。LLC_JE_AmEでは、使用
頻度の第1位は、generally、第2位は、mainly、第3位は、in general、第4位は、
largely、第5位は、in most cases、第6位は、in most instancesとtypicallyで、いず
れも出現件数は0件である。AmE06_Lでは、第1位は、typically、第2位は、
generally、第3位は、largely、第4位は、in general、第5位は、in most casesと






generally 4 （0.21） 38 （2.09） -33.21 < 0.0001
in general 6 （0.32） 24 （1.32） -12.31 < 0.001
in most cases 0 （0.00）   1 （0.05） -1.43
in most instances 0 （0.00）   0 （0.00） -
largely 1 （0.05） 15 （0.82） -15.27 < 0.0001
mainly 9 （0.47） 11 （0.60） -0.29
























in most cases、in most instances、typicallyで、いずれも出現件数は0件である。
BE06_Lでは、第1位、generally、第2位、in general、第3位、typically、第4位、
largely、第5位、mainly、第6位、in most cases、第7位、in most instancesである。
LLC_JE_BrEとBE06_Lのいずれにおいても、generallyとin generalは、上位3位
に入っているが、前者においては、mainlyが、第1位であるが、後者では、第5位、








generallyとtypicallyが入っており、in most cases、in most instances、mainlyは、
下位3位である。学習者のサブコーパス、LLC_JE_AmEとLLC_JE_BrEでは、い
ずれも、上位3位に、generally、in general、mainlyが入り、第4位は、largelyであ
り、in most instancesとtypicallyは、 両サブコーパスで、0件である。LLC_JE_
AmEとLLC_JE_BrEのどちらも、上位3位の副詞（句）とそれ以下の順位のものの
頻度差がある。つまり、7つの副詞（句）のうち、generally、in general、mainlyは
用いているが、これらほどには、in most cases、in most instances、largely、








4.2  ７つの副詞（句）について、Longman Dictionary of Contemporary English （6th 
ed.） （LDOCE6）の頻度情報を見てみよう。LDOCE6は、英語学習に最も重要な9,000















3,000語には、頻度情報として、  、  、  、  、  、  のように記さ
れている。例えば、  、  は、話し言葉あるいは書き言葉において、使用頻度




でに、それぞれに用いられている、general （adj）、case （n）、instance （n）の頻度情
報を記す。






generally ●●● , 
in general - - general (adj) ●●●    
in most cases - - case (n) ●●●    
in most instances - - instance (n) ●●○  
largely ●●○
mainly ●●● , 
typically ●●○





largelyとtypicallyは、3,000語から6,000 語に入ることが分かる。In general、in 
most cases、in most instancesの頻度情報は分からないが、これらの副詞句に使用さ









のうち、instanceのみが、the Academic Word Listに掲載されている。このリストに
掲載される語について、LDOCE6には、“important words to know if you are 












6 The Academic Word Listの詳細は、LDOCE6 （2014, xi）を参照。
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この語のエントリー中には、“In written English, people often prefer to use chiefly 


















高いが、Upper intermediate （0.47）は、Pre-intermediateよりも低く、Advanced （1.38）
の頻度が最も高い。In generalは、Intermediate （0.88）で最も頻度が高く、その他
のレベルは、Elementary （0.00）、Pre-intermediate （0.12）、Upper intermediate （0.25）、
Advanced （0.28）のようにレベルが高いほど頻度が高い。Generallyと同じく、
Intermediateのほうが、Upper intermediateよりも頻度が高い。In most casesは、
Elementary、Pre-intermediate、Intermediateで は、 使 用 さ れ ず、Upper 
intermediate （0.04）、Advanced （0.55）で、Advancedが最も頻度が高い。In most 
instancesは、すべてのレベルで使用されていない。Largelyは、in generalと同様、
Intermediate （0.32）が最も頻度が高い。Elementary （0.00）、Pre-intermediate （0.06）、
Upper intermediate （0.02）、Advanced （0.00）であることから、レベルが高いほど使
用頻度が高いとは言えない。Mainlyは、Elementary （0.07）、Pre-intermediate （0.24）、















generally 2 （0.14） 5 （0.30） 9 （0.72） 21 （0.47） 5 （1.38）
in general 0 （0.00） 2 （0.12） 11 （0.88） 11 （0.25） 1 （0.28）
in most cases 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 2 （0.04） 2 （0.55）
in most instances 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00）
largely 0 （0.00） 1 （0.06） 4 （0.32） 1 （0.02） 0 （0.00）
mainly 1 （0.07） 4 （0.24） 3 （0.24） 19 （0.43） 5 （1.38）
typically 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00） 0 （0.00）
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Pre-intermediate Intermediate Upper intermediate Advanced
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